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　セラミックスを始めとする脆性材料の変形・破壊現象は，しばしば材料応用に
おける大きな障害となっている．これを克服するには微視的なスケールでの変
形・破壊のメカニズムを解明・理解することが必須である．最近，ナノインデン
テーション法やマイクロピラーを用いた微小機械試験，その場TEM観察法など，
ナノスケールでの力学評価法に大きな技術的な進歩があり，新しい知見が得られ
つつある．本特集は，この分野における最近の研究の進展を紹介したい．
� （特集担当委員：松永克志・古嶋亮一・町田慎悟・和田琢真）
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